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はじめに
　現在，地域包括ケアのあり方について関心が高まっている。短期的な視点から言えば，次期の
改正介護保険法において，地域包括ケアをどう位置づけるかが問われている。今年３月に公表さ
れた『地域包括ケア研究会　報告書』は改正法の青写真とも目されている。一方，長期的に見れば，
旧御調町などをはじめとして，1980 年代頃から地域包括ケアが試行されてきた。その理念・方法は，
現在までいくらか変遷がありつつも，本質的には「住み慣れた地域で生活すること」を目指して
きたと言える。
　本講演では，主に次の３つについて言及したい。①地域包括ケアの基本的考え方および現在の
動向，②島根県松江市における地域包括ケアの実践紹介，③地域包括ケアを推進するための方法
と課題，についてである。
　特に，地域包括ケアの推進主体である，地域包括支援センター，ケアマネジャー，医療関係者，
社会福祉協議会（住民）の４者の関係について考えたい。
１．松江市での実践
　松江市では，地域包括支援センター（社会福祉協議会が受託運営）が地域包括ケアを形成しよ
うと模索している。いくつかの実践の中から３つの取り組みを紹介する。第一は，医療・ケアマ
ネ連携の支援（包括的・継続的ケアマネジメントの一環），第二は，地域包括支援センター自身に
よる困難事例解決，第三は，「地域の力」も利用した問題解決，である。
　これらの３つの取り組みのいずれにも，地域包括ケアを構築するために必要な要素が含まれる。
ちなみに，地域包括ケアに必要な要素とは，これまでの研究・実践を踏まえて述べるならば，次
の５つであると整理できる。
　①保健・医療・福祉の連携があること，②利用者に提供される支援は介護保険サービスが中心（前
提）であること，③ボランティア・住民活動といったインフォーマル資源も利用すること，④フォー
マルとインフォーマルの両資源を統合・ネットワーク化すること，⑤目的は高齢者の地域生活を
包括的な資源で支えること。
２．地域包括ケアを推進するための方法と課題
　地域包括ケアを推進するにあたり，考慮すべき点を３つあげたい。一つは，政策と実践の両面
において必要な枠組みを自治体ごとに明確にすることである。特に，多職種間で共有できるツー
ルを開発することが重要である。次に，個別ケースの解決目標を，制度にとらわれず柔軟に設定
することである。これは，地域包括支援センターはもちろん，熟練ケアマネジャーにも修得を期
待したい視点である。最後に，「地域の力」を取り入れるため，ケースワークとコミュニティワー
クの役割分担を行うことである。ここでは社会福祉協議会の個別ケースへの介入が求められるが，
今後の課題でもある。
